水産技術誌著作物利用申請書

[bookmark: _Hlk43714478]国立研究開発法人水産研究・教育機構　理事長　殿
　以下の通り水産技術誌著作物の二次利用を申請します。
　　　年　　　月　　　日
氏名	
所属	
連絡先住所	
TEL
Email	

該当する条件を『✓』で示す。
	申請内容
(複数選択可)
	
	アナログ複写（コピー印刷）、デジタル複写（改変なしのファイルコピー）

	
	
	転載（部分または全体の複製物を他の著作物に組み込むこと。改変する場合は申し出ること）

	
	
	頒布、公衆送信（少人数または不特定多数への複製物の配布、インターネット等での配信）

	
	
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	利用範囲
	
	全文
	
	部分（図、表、本文の一部、その他　　　　　　　　　　　）

	利用目的
(複数選択可)
	
	非営利利用（論文執筆、学術図書執筆、講義資料またはテキスト、講演・セミナー資料）

	
	
	営利目的またはそれに関わる活動での利用（内容：　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　）

	利用による対価報酬
	
	なし
	
	あり（内容、金額等：　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　）

	申請者の立場
	
	利用著作物の第一著者

	
	
	利用著作物の共著者

	
	
	第三者（説明：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

	利用著作物情報
	タイトル



	
	著者名



	
	巻・号・ページ・出版年（順に記載すること）



	
	図表番号（利用する図表は全て記載すること）



	
	その他連絡事項




（裏面に続く）
	利用先の情報
	
	ジャーナル、書籍への掲載

	
	
	リポジトリ、データベース、アーカイブ、機関または個人のホームページへの収録・掲載

	
	
	講義、講演、セミナー、営業用資料、報告書での利用

	
	出版物・資料・講演タイトルなど（巻・号・ページ・図表もしくは資料番号など、利用内容を特定できる情報も出来るだけ報告すること）




	
	著者名・講演者名・出版社名など



	
	出版またはコピー部数、頒布対象人数、販売価格、講演入場料など



	
	利用の時期（予定でも可）：　　　　年　　　　月　　　　日　／　未定

	
	その他、利用に関する説明



	
	改変の有無：　なし　／　あり（改変する場合は、改変内容の分かる原稿コピーまたは校正紙を提出すること）

	出典の明記の了解
	水産技術著作物の利用に際しては、出典の明記を義務づけています。これについて了解していますか。

	
	
	了解している




